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衆
議
院
議
員
山
口
壯
君
提
出
Ｇ
Ｘ
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

民
間
事
業
者
と
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
及
び
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）

と
の
役
割
分
担
の
下
で
行
わ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｘ
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
側
か
ら
、
こ
れ
ま
で
民
間
が
担

当
し
て
き
た
ロ
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
全
体
の
開
発
、
第
一
段
推
進
系
の
開
発
等
を
機
構
が
開
発
主
体
と
な
っ
て
進
め
る
よ
う
要

望
さ
れ
た
こ
と
等
を
受
け
、
現
在
、
宇
宙
開
発
委
員
会
に
お
い
て
、
当
該
要
望
に
お
い
て
機
構
が
実
施
す
る
よ
う
求
め
ら
れ

て
い
る
開
発
内
容
等
を
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
評
価
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
国
等
と
民
間
事
業
者
が
協
力
し
て
実
施
す
る
場
合
に
は
、
両
者
の
信
頼
関
係
の
構
築
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

Ｇ
Ｘ
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
に
お
け
る
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
三
月
に
民
間
事
業
者
側
が
ロ
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

一



全
体
の
開
発
、
第
一
段
推
進
系
の
開
発
等
を
、
文
部
科
学
省
及
び
機
構
が
第
二
段
推
進
系
の
開
発
等
を
、
経
済
産
業
省
が
ロ

ケ
ッ
ト
設
計
基
盤
技
術
の
開
発
等
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
こ
と
等
で
関
係
者
が
合
意
し
、
そ
の
後
、
細
部
の
調
整
が
進
め
ら

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
文
部
科
学
大
臣
の
答
弁
は
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
当

該
合
意
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
五
日
に
宇
宙
開
発
委
員
会
推
進
部
会
Ｇ
Ｘ
ロ
ケ
ッ
ト
評
価
小
委
員

会
に
民
間
事
業
者
側
の
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
と
機
構
の
連
名
で
提
出
さ
れ
た
資
料
に
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


